
分散型ホテルの事業成立に関わる特性と地域に期待される効果

Characteristics Related to Establishment of Distributed Type Hotel Business and Expected 
Effects in the Region

１.背景・目的

少子高齢化や交通手段の変化を背景に近年商業施設をと

りまく環境は大きく変化し、商店街の空き店舗問題は加㏿

してきた。また、人口減少を背景に市街地や住宅地の空き

家問題も顕在化している。一方、これら地域では2010年以降、

宿泊施設型ゲストハウス文１や一棟貸しなどの新業態の宿泊

施設が見られるようになり、更に2018年の改正旅館業法の

施行注１を契機に分散型ホテルが登場した文２。分散型ホテル

とは、地域内にフロント機能や客室を分散させ、地域全体

が1つの宿泊施設として機能する形態である。

　筆者は先行研究文３で全国の分散型ホテルについて、建築

と施設としての特性、メリット・デメリット（運営者の認識）、

および主要事業者２者の実態把握を行った。本報告はこの

事業者の一つが事業に関わる分散型ホテルを対象とし、東

海地域にある２事例を比較する。本研究はそれらの特性比

較、およびその１事例について勤務するスタッフの特性や

思いを通じ、分散型ホテルの事業成立に関わる特性、およ

び地域に期待される効果を明らかにすることを目的とする。

また最終的には、分散型ホテルという事業モデルがどのよ

うな特性をもつ地域で成立し、空き家問題解消や地域活性

化に貢献しうるのかの知見を得ることを目指している。

２．研究対象と方法

　研究対象は、「NIPPONIA美濃商家町」と「NIPPONIA HOTEL 

伊賀上野城下町」である。共に、重要伝統的建㐀物群保存

地区の中にあり、ほぼ同じ時期に開業している。ただ、経

営主体は共に現地法人であるが、運営主体が前者はその現

地法人、後者は全国展開する企業である点が異なっている。

　研究方法は表１に示す２つの調査であり、調査Ａは経営

に関わる組織へのヒアリング調査、調査Ｂは勤務スタッフ

への個人単位のヒアリング調査である。なお、「NIPPONIA美

濃商家町」は、２つの先行研究文３・４に対して調査協力を得

ており、十分コミュニケーションが取れる状況にあった。

３．既往研究の状況と本研究の位置づけ

　本研究に関連する既往研究には大きく３つある。第一は

古民家等を活用した宿泊施設の実態把握であり、中田文５は

農村部と都市部の空き民家転用型宿泊施設の特性比較、永
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㣗事は、࠙ 美濃ࠚは⣲泊まりまたはᮅ㣗のࡳでኤ㣗はᥦ౪し

ない。宿泊客にኤ㣗もྵࡵ「まࡕをᴦしࢇでもらう」ことと、

࣐ンࣃワー๐減のព࿡がある。࠙ 伊賀ࠚはᇶ本２㣗௜で、㣧

㣗にᙉい90&（ᰴ）が㣗事を特㛗にしており、᫨㣗もᥦ౪し

宿泊しない地ඖの人との᥋点にもなっている。

⾲２�２事౛の事業特性

 NIPPONIA 美濃商家町࠙美濃ࠚ NIPPONIA HOTEL 伊賀上野城下町࠙伊賀ࠚ 

経営主体 ࡳのまࡕや(ᰴ)  (ᰴ)NOTE 伊賀上野（(ᰴ)NOTE と伊賀市による 6P&） 

運営主体 ࡳのまࡕや(ᰴ) ࣂリュー࣐ࢪࢿメント(ᰴ) 

事 業 ス キ ー
࣒・組織 

・経営主体は୸重〇⣬企業組ྜが�0㸣、(ᰴ)NOTEが�0㸣
ฟ㈨するࡳのまࡕや(ᰴ)。注注３３ 

・美濃市ᡤ᭷の古民家をࡳのまࡕや(ᰴ)が೉り、経営・
運営。 

・経営主体は(ᰴ)NOTE �0㸣、伊賀市 10�ฟ㈨する 6P&。
ᑗ᮶的は伊賀市在住のⱝ手に経営⛣行の⭡࡙もり。 

・宿泊・ࣞストࣛンの運営は、建物をᐃ期೉家している
 。メント(ᰴ)ࢪࢿリュー࣐ࣂ

経⦋ ・201� 年：美濃市の᳃ᯘ文化ア࢝デミー注注４４で（一♫）ࣀ
࢜ト注注５５の㔠野ᖾ㞝Ặがㅮ₇、市⫋ဨも⫈ㅮ 

・201� 年：ᪧᯇஂ㑰が美濃市にᐤ㉗され活用をᶍ⣴ 
・201� 年：美濃市が古民家活用事業者をබເ。(ᰴ)NOTE
が（一♫）࢖ンࢡや୸重〇⣬企業組ྜにኌがࡅし共同
でࢳー࣒をసり、宿泊施設を主とした活用方法をᥦ᱌
し、ඃ先事業者に㑅ᐃされた。 

・2018 年：古民家活用事業ᇶ本協ᐃ⥾⤖ 
・201� 年：NIPPONIA 美濃商家町 開業 

・201� 年：伊賀市空家等対⟇ィ⏬⟇ᐃ 
・201� 年：古民家再生活用事業ㄏ⮴協㆟開ጞ 
（NIPPONIA ⠛ᒣ城下町の新⪺グ事を⫋ဨが見て、伊賀
市で同じく問題となっている空き家の活用方法に㐺
していると⪃࠼た） 

・201� 年：古民家等活用指㔪を⟇ᐃ 
（(一♫)࢜ࣀトへጤク） 

・201� 年：NIPPONIA HOTEL 伊賀上野城下町 開業 

建築ᴫ要* 2 棟 10 室 
A0A-O8>۔ 棟（201� 年 4᭶❹工）ᪧᯇஂ㑰 
・フロント㸩客室㸵室㸩࿴⣬ᑓ㛛店㸩ࣛࣕࢠリー 
㸩コーヒーショッࣉ 

・市がᐤ௜をཷࡅた空き家（࿴⣬のཎᩱ問ᒇの店・ⶶ・
住宅）を用㏵変更 

・農Ỉ┬の農泊⿵ຓ㔠を౑った 
A0A6ITI>۔ 棟（2020 年 � ᭶❹工）ᪧ㡲田㑰 
・客室３室 
・市がᐤ௜をཷࡅた空き家（住宅・商♫）を用㏵変更 
・市が地方๰生ᣐ点ᩚഛ交௜㔠（市への┤᥋⿵ຓ）を活
用し空き家を改ಟ 

ͤまࡈࡕとシ࢙ア࢜フ࢕ス :A6ITA 0INO（2021年❹工） 
ス࢕ート࢜フ࣋࢖ࣛࣉ・ 6室㸩コワーキングス࣌ース 
㸩఍㆟室等、ゲストハウス 3ᗋ、ࣞストࣛン 

3棟 10 室 
AN085I.۔ 棟（201� 年 3᭶❹工） 
・フロント㸩客室３室㸩ࣞストࣛン 
・市がᐤ௜をཷࡅた住宅を生ᾭ学⩦施設として౑って
いたが、それを用㏵変更 

・地方๰生ᣐ点ᩚഛ交௜㔠（┤᥋⿵ຓ）を౑った 
KO85AI۔ 棟（201� 年 10 ᭶❹工） 
・客室３室㸩テࢼント（組⣣店） 
・明἞時௦の㑰宅の空き家を経営主体が取得し改ಟ 
・空き家対⟇⥲ྜᨭ᥼事業（㛫᥋⿵ຓ）を౑った 
0ITA.E۔ 棟（2021 年 � ᭶❹工） 
・客室４室 
・個人ᡤ᭷の空き家を経営主体が取得し改ಟ 
・空き家対⟇⥲ྜᨭ᥼事業（㛫᥋⿵ຓ）を౑った 

建物改ಟの状
況 

・建物の状態がⰋかったたࡵእほはほとࢇど変ࡎ࠼、ɔ
㐀㌣体・ධ口を改ಟした。 

・ᘏᗋ㠃✚ 1000 ੍を㉸࠼ないよう྿きᢤࡅを設ࡅ、ᗋ
㠃を減らしている。（ᒱ㜧┴の᮲例） 

・新しくቨをసる場ྜにはቨ⣬に࿴⣬を用いるなど、地
域の伝統工ⱁရを฼用する。 

ͤ美濃の設ィ者が設ィをᢸᙜした。 

・NIPPONIA のእほはほとࢇどそのままṧされており、改
ಟは⪏㟈などのᚲ要最ప㝈にᢚ࠼ている 

・古民家の改ಟにおいて、⪏ⅆや㝵段など建築ᇶ‽法に
ྜわせることが一␒のቨ。 

 
ͤ美濃の設ィ者（NIPPONIA 美濃商家町と同じ）、および
伊賀市の設ィ者が設ィをᢸᙜした。 

事 業 の ࡡ ら
い・㓄៖点 

1)事業者 
・美濃࿴⣬をṧすたࡵ、美濃市全体の活性化 
・ま࡙ࡕくりの事業㠃での要とする 
2)行ᨻ 
ձᐤ௜をཷࡅた建物を市ᡤ᭷のままで活用 
ղ「࢜ーࣂーࢶーリ࣒ࢬ」をᚰ㓄する住民に㓄៖しつつ、
⁫在型ほගᨻ⟇を᥎㐍 

ճその௚ 
・人口減少のᢚไ（㹓ターン者、⛣住者など） 
・行ᨻが前㠃にฟるのではなく、民㛫事業者等を後方か
らᨭ᥼する形が美濃市にはྜっている。 

ͤ10 程度の空き家活用の打診が運営事業者にあるが、重
伝建地区内だけでも 40 程度の空き家があると推測 

1)事業者 
・宿泊・㣧㣗による཰┈☜保 
・地域のほග㈨※を生かす 
2)行ᨻ 
・⮬἞体のᢪ࠼る４つの問題の解Ỵにつなࡆる。 
ձ人口減少、高齢化、ⱝ者ὶฟ ղ地方㈈ᨻのᝏ化 
ճ地域経῭の⾶㏥、まࡕの㈰わい႙ኻ մ空き家問題 

・ほග客の通㐣点ではなくて目的地にする。 
・ほග㈨※としての౯್や⛣住者のὶධが生ࡴ。 
・宿泊施設からጞまったが、コワーキング施設など௒後
はᵝࠎな事業を展開していくணᐃ。 

ͤ空き家ࣂンࢡデーターから宿泊施設に㐺する㸭それ
以እのุ᩿。宿泊施設に㐺するものは �0 ⛬ᗘある。 

開業への地ඖ
の཯ᛂ 

・本ᙜにうまくいくのか㸽というኌはあったが、宿泊施
設をసること⮬体にྰᐃ的な人はあまりいなかった。
期待ឤの方が大きかった。 

・ඖࠎ新しい取り組ࡳに㌋㌉する㢼ᅵがある。実㝿、᳨
ウᙜึは運営఍♫が民㛫であることへのᠱᛕのኌも
あったが、ᚎࠎにಙ㢗関ಀがᣑがっていった。 

・᳨ウ段㝵では伊賀市の宿泊㟂要にྰᐃ的ព見がከか
ったが、開業後は建物が⥡㯇になったᵝ子を見て฼用
を⪃࠼る人もおり、地域住民にもዲホとなった。 

・民業ᅽ㏕、ࡴしࢁにࡂわいになるというኌがあった。 

＊棟数は同一敷地内に離れや蔵などがある場合、１棟として扱った。 

ᓥら文㸴はி都の町家の用㏵変更にకう問題点をㄽじている。

第஧は重伝建地区におࡅる保存・活用の実態把握であり、

以前からの研究⵳✚のከい㡿域であるが、近年はᐑ本ら文㸵

は重伝建地区のま࡙ࡕくり᥎㐍の体ไを、後⸨ら文㸶は重伝

建地区の空き家฼活用の体ไをㄽじている。第୕は分散型

ホテルの௙組ࡳや事例研究であり、このルーࢶとされる࢖

タリアのアル࣋ルࢦ・デ࢕フーࢰの調査やᒣ田ら文㸷の᪥本

の事例調査がある。このような研究報告は201�年以降ቑ࠼

ており先㏙の筆者の先行研究もこれにあたる。本研究はල

体事例を通し、分散型ホテルの事業と地域と関ಀに╔目し

ている点に特Ⰽがある。

㸲.２事౛の事業特性（表２）

���事業ᴫせ

　経営主体は௒ᅇの宿泊施設のたࡵに設立された現地法人

が、(ᰴ)NOTEの経営ࣀウハウを⥅ᢎする形で行っているが、

࠙美濃 では୸重〇⣬企業組ࠚ （ྜ以下「地ඖ企業」と␎す）が、

࠙伊賀ࠚでは伊賀市が経営に加わっている。運営主体は࠙美

濃ࠚでは地ඖ企業が⊂⮬に組織࡙くりを行い、࠙ 伊賀ࠚでは

メント（ᰴ）（以下90&（ᰴ）と␎す）注２が行っࢪࢿリュー࣐ࣂ

ている。地域にもともとある事業のᢸい手の㐪いが、経営・

運営主体の特性に現れている。

���⤒⦋・ᘓ⠏ᴫせ

　経⦋については　࠙ 美濃ࠚでは市にᐤ㉗された古民家の活

用から、࠙ 伊賀ࠚでは空き家問題の解消から、共に市のⓎព

によりスタートし、㏵中段㝵で(ᰴ)NOTEとฟ఍い、古民

家活用を目的に分散型ホテルの開Ⓨが行われた。Ⓨ᱌から

開業まで▷期㛫なのは、年ᗘ単位がᇶ本のබ的⿵ຓ㔠を౑っ

ているたࡵと⪃࠼られる。なお、最ึは１室からスタートし、

ᚎࠎに⿵ຓ㔠を⋓得しながら棟ᩘをቑやしている。

　建物改ಟの状況は、⪏㟈性能ྥ上や住宅から宿泊施設へ

用㏵変更する上でのᚲ要᮲௳は‶たすが、できるだࡅあま

り手を加࠼ない形としている。

���事業の࠸ࡽࡡ・㓄៖Ⅼ

　࠙ 美濃ࠚでは美濃࿴⣬という伝統⏘業にᦠわる地ඖ企業が

事業の中᰾となり、宿泊施設内にᑓ㛛店もᵓ࠼、行ᨻは後

方ᨭ᥼する形をとっている。࠙ 伊賀ࠚでは行ᨻがᢪ࠼る問題

解消をᛕ㢌に、宿泊・事業を(ᰴ)NOTEと 90&（ᰴ）が㐙行

する形をとっている。

���㛤業࡬の地ඖの཯ᛂ

　２事例とも、うまくいくのかを୙Ᏻどするኌがあったが、

これを஌り㉺࠼現在に⮳っている。

㸳．２事౛のᐟἩ᪋タの特性と地域との関わࡾ（表３）

���ᐟἩ᪋タの特性

　宿泊・㣗事単౯は共に立地の๭には比較的高㢠である。

෗┿１�1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫㸦<$0$-28 Ჷ㸧�እほ ෗┿２�1,3321,$�+27(/�ఀ㈡ୖ㔝ᇛୗ⏫㸦.$1085, Ჷ㸧እほ

⾲１�ㄪᰝᴫせ

� ㄪᰝ㸿� 事業⪅➼のࢢࣥࣜ࢔ࣄㄪᰝ�

対象 ࠙美濃ࠚNIPPONIA 美濃商家町：事業者 
࠙伊賀ࠚNIPPONIA HOTEL 伊賀上野城下町 
   ：行ᨻ（事業者としてཧ⏬）のᢸᙜ者 

目的 建築および事業の特性把握 

方法 ḟの事㡯に関するゼ問ヒアリング調査 
１）施設のᴫ要・経⦋ 
２）宿泊施設の経営特性、地域との関ಀ 
３）ᚑ業ဨの特性、ほか 

時期 ࠙美濃2020ࠚ 年 11 ᭶、࠙伊賀2021 ࠚ 年 11 ᭶ 

� ㄪᰝ㹀� ໅ົࡍる࡬ࣇࢵࢱࢫのࢢࣥࣜ࢔ࣄㄪᰝ�

対象 ࠙美濃ࠚNIPPONIA 美濃商家町 
 ：勤務するスタッフ、行ᨻᢸᙜ者（ィ㸷名） 

目的 組織ᵓ成とスタッフの思いの特性把握 

方法 ḟの事㡯に関するゼ問ヒアリング調査 
１）ᡤᒓ、経⦋・ᢸᙜ業務 
２）現在に関する思い 
３）これからに関する思い、ほか 

時期 2021 年 11 ᭶㹼2022 年 １᭶ 
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㣗事は、࠙ 美濃ࠚは⣲泊まりまたはᮅ㣗のࡳでኤ㣗はᥦ౪し

ない。宿泊客にኤ㣗もྵࡵ「まࡕをᴦしࢇでもらう」ことと、

࣐ンࣃワー๐減のព࿡がある。࠙ 伊賀ࠚはᇶ本２㣗௜で、㣧

㣗にᙉい90&（ᰴ）が㣗事を特㛗にしており、᫨㣗もᥦ౪し

宿泊しない地ඖの人との᥋点にもなっている。

⾲２�２事౛の事業特性

 NIPPONIA 美濃商家町࠙美濃ࠚ NIPPONIA HOTEL 伊賀上野城下町࠙伊賀ࠚ 

経営主体 ࡳのまࡕや(ᰴ)  (ᰴ)NOTE 伊賀上野（(ᰴ)NOTE と伊賀市による 6P&） 

運営主体 ࡳのまࡕや(ᰴ) ࣂリュー࣐ࢪࢿメント(ᰴ) 

事 業 ス キ ー
࣒・組織 

・経営主体は୸重〇⣬企業組ྜが�0㸣、(ᰴ)NOTEが�0㸣
ฟ㈨するࡳのまࡕや(ᰴ)。注注３３ 

・美濃市ᡤ᭷の古民家をࡳのまࡕや(ᰴ)が೉り、経営・
運営。 

・経営主体は(ᰴ)NOTE �0㸣、伊賀市 10�ฟ㈨する 6P&。
ᑗ᮶的は伊賀市在住のⱝ手に経営⛣行の⭡࡙もり。 

・宿泊・ࣞストࣛンの運営は、建物をᐃ期೉家している
 。メント(ᰴ)ࢪࢿリュー࣐ࣂ

経⦋ ・201� 年：美濃市の᳃ᯘ文化ア࢝デミー注注４４で（一♫）ࣀ
࢜ト注注５５の㔠野ᖾ㞝Ặがㅮ₇、市⫋ဨも⫈ㅮ 

・201� 年：ᪧᯇஂ㑰が美濃市にᐤ㉗され活用をᶍ⣴ 
・201� 年：美濃市が古民家活用事業者をබເ。(ᰴ)NOTE
が（一♫）࢖ンࢡや୸重〇⣬企業組ྜにኌがࡅし共同
でࢳー࣒をసり、宿泊施設を主とした活用方法をᥦ᱌
し、ඃ先事業者に㑅ᐃされた。 

・2018 年：古民家活用事業ᇶ本協ᐃ⥾⤖ 
・201� 年：NIPPONIA 美濃商家町 開業 

・201� 年：伊賀市空家等対⟇ィ⏬⟇ᐃ 
・201� 年：古民家再生活用事業ㄏ⮴協㆟開ጞ 
（NIPPONIA ⠛ᒣ城下町の新⪺グ事を⫋ဨが見て、伊賀
市で同じく問題となっている空き家の活用方法に㐺
していると⪃࠼た） 

・201� 年：古民家等活用指㔪を⟇ᐃ 
（(一♫)࢜ࣀトへጤク） 

・201� 年：NIPPONIA HOTEL 伊賀上野城下町 開業 

建築ᴫ要* 2 棟 10 室 
A0A-O8>۔ 棟（201� 年 4᭶❹工）ᪧᯇஂ㑰 
・フロント㸩客室㸵室㸩࿴⣬ᑓ㛛店㸩ࣛࣕࢠリー 
㸩コーヒーショッࣉ 

・市がᐤ௜をཷࡅた空き家（࿴⣬のཎᩱ問ᒇの店・ⶶ・
住宅）を用㏵変更 

・農Ỉ┬の農泊⿵ຓ㔠を౑った 
A0A6ITI>۔ 棟（2020 年 � ᭶❹工）ᪧ㡲田㑰 
・客室３室 
・市がᐤ௜をཷࡅた空き家（住宅・商♫）を用㏵変更 
・市が地方๰生ᣐ点ᩚഛ交௜㔠（市への┤᥋⿵ຓ）を活
用し空き家を改ಟ 

ͤまࡈࡕとシ࢙ア࢜フ࢕ス :A6ITA 0INO（2021年❹工） 
ス࢕ート࢜フ࣋࢖ࣛࣉ・ 6室㸩コワーキングス࣌ース 
㸩఍㆟室等、ゲストハウス 3ᗋ、ࣞストࣛン 

3棟 10 室 
AN085I.۔ 棟（201� 年 3᭶❹工） 
・フロント㸩客室３室㸩ࣞストࣛン 
・市がᐤ௜をཷࡅた住宅を生ᾭ学⩦施設として౑って
いたが、それを用㏵変更 

・地方๰生ᣐ点ᩚഛ交௜㔠（┤᥋⿵ຓ）を౑った 
KO85AI۔ 棟（201� 年 10 ᭶❹工） 
・客室３室㸩テࢼント（組⣣店） 
・明἞時௦の㑰宅の空き家を経営主体が取得し改ಟ 
・空き家対⟇⥲ྜᨭ᥼事業（㛫᥋⿵ຓ）を౑った 
0ITA.E۔ 棟（2021 年 � ᭶❹工） 
・客室４室 
・個人ᡤ᭷の空き家を経営主体が取得し改ಟ 
・空き家対⟇⥲ྜᨭ᥼事業（㛫᥋⿵ຓ）を౑った 

建物改ಟの状
況 

・建物の状態がⰋかったたࡵእほはほとࢇど変ࡎ࠼、ɔ
㐀㌣体・ධ口を改ಟした。 

・ᘏᗋ㠃✚ 1000 ੍を㉸࠼ないよう྿きᢤࡅを設ࡅ、ᗋ
㠃を減らしている。（ᒱ㜧┴の᮲例） 

・新しくቨをసる場ྜにはቨ⣬に࿴⣬を用いるなど、地
域の伝統工ⱁရを฼用する。 

ͤ美濃の設ィ者が設ィをᢸᙜした。 

・NIPPONIA のእほはほとࢇどそのままṧされており、改
ಟは⪏㟈などのᚲ要最ప㝈にᢚ࠼ている 

・古民家の改ಟにおいて、⪏ⅆや㝵段など建築ᇶ‽法に
ྜわせることが一␒のቨ。 

 
ͤ美濃の設ィ者（NIPPONIA 美濃商家町と同じ）、および
伊賀市の設ィ者が設ィをᢸᙜした。 

事 業 の ࡡ ら
い・㓄៖点 

1)事業者 
・美濃࿴⣬をṧすたࡵ、美濃市全体の活性化 
・ま࡙ࡕくりの事業㠃での要とする 
2)行ᨻ 
ձᐤ௜をཷࡅた建物を市ᡤ᭷のままで活用 
ղ「࢜ーࣂーࢶーリ࣒ࢬ」をᚰ㓄する住民に㓄៖しつつ、
⁫在型ほගᨻ⟇を᥎㐍 

ճその௚ 
・人口減少のᢚไ（㹓ターン者、⛣住者など） 
・行ᨻが前㠃にฟるのではなく、民㛫事業者等を後方か
らᨭ᥼する形が美濃市にはྜっている。 

ͤ10 程度の空き家活用の打診が運営事業者にあるが、重
伝建地区内だけでも 40 程度の空き家があると推測 

1)事業者 
・宿泊・㣧㣗による཰┈☜保 
・地域のほග㈨※を生かす 
2)行ᨻ 
・⮬἞体のᢪ࠼る４つの問題の解Ỵにつなࡆる。 
ձ人口減少、高齢化、ⱝ者ὶฟ ղ地方㈈ᨻのᝏ化 
ճ地域経῭の⾶㏥、まࡕの㈰わい႙ኻ մ空き家問題 

・ほග客の通㐣点ではなくて目的地にする。 
・ほග㈨※としての౯್や⛣住者のὶධが生ࡴ。 
・宿泊施設からጞまったが、コワーキング施設など௒後
はᵝࠎな事業を展開していくணᐃ。 

ͤ空き家ࣂンࢡデーターから宿泊施設に㐺する㸭それ
以እのุ᩿。宿泊施設に㐺するものは �0 ⛬ᗘある。 

開業への地ඖ
の཯ᛂ 

・本ᙜにうまくいくのか㸽というኌはあったが、宿泊施
設をసること⮬体にྰᐃ的な人はあまりいなかった。
期待ឤの方が大きかった。 

・ඖࠎ新しい取り組ࡳに㌋㌉する㢼ᅵがある。実㝿、᳨
ウᙜึは運営఍♫が民㛫であることへのᠱᛕのኌも
あったが、ᚎࠎにಙ㢗関ಀがᣑがっていった。 

・᳨ウ段㝵では伊賀市の宿泊㟂要にྰᐃ的ព見がከか
ったが、開業後は建物が⥡㯇になったᵝ子を見て฼用
を⪃࠼る人もおり、地域住民にもዲホとなった。 

・民業ᅽ㏕、ࡴしࢁにࡂわいになるというኌがあった。 

＊棟数は同一敷地内に離れや蔵などがある場合、１棟として扱った。 
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���㐠Ⴀ⪅（表㸷）

　まࡕの㨩力࡙くりに関わるコンテンࢶ開ᣅ、空き家の⥔

ᣢ⟶理やࣛࣕࢠリー活用など、宿泊施設を生かした運営上

の新たな╔║や取り組ࡳなどがᣲࡆられた。

㸶.⤖ㄽ

㸦１㸧分散型ホテルの事業成立に関わる特性

　第一は地ඖ⮬἞体が地域の問題解Ỵを目的にきっかࡅを

సり、開業後も経営や運営の一⩼をᢸっていることである。

これは地域住民のᏳᚰやಙ㢗につながると⪃࠼られる。

　第஧はまࡕ⮬体に㨩力があることである。฼用者には分

散型ホテルの౯್、スタッフには事業や運営へのཧ加のモ

ーションにつながる。なお、美濃市の᳃ᯘ文化ア࢝デ࣋ࢳ

ミーや地ඖ建築家の存在も重要な要⣲となり得る。

　第୕は宿泊施設の経営・運営方法である。地域の状況で

対ᛂ方法は異なり、部分的にእ部の力を೉りる形がある。

ただ経営・運営ࣀウハウの開業時の⛣᳜は୙ྍḞで、宿泊

主体（美濃）や㣗事重ど（伊賀）などの方ྥ性とも関連する。

㸦２㸧地域に期待される効果

　地域への認知ᣑ大、᮶ゼ者の目的・✀㢮等の変化などに

より、空き家活用、㞠用๰ฟ、⛣住者ቑ加などのྍ能性が

ある。ただ宿泊事業がスタートしてᩘ年であり、これから

の展開に注目するᚲ要がある。

　以上は、௒ᅇの２事例の研究にもと࡙くものであり、௒

後の௚事例もྵࡵた調査研究により更に知見を῝ࡵたい。

⨾⃰ᕷの㔜ఏᘓ地༊の⏫୪ࡳ <$0$-28 Ჷࢺࣥࣟࣇ�㸦ࡳのࡸࡕࡲ �ᰴ㸧ᥦ౪㸧 <$0$-28 Ჷ࣮ࣜࣛࣕࢠ�㸦ྠᕥ㸧

<$0$6,7, Ჷ�እほ <$0$6,7, Ჷ�ᐈᐊ

෗┿３�1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫の᪋タの状況

　ྛ人が認識する目ᶆはከᵝであるが、美濃のまࡕに㨩力

をឤじ࠙美濃ࠚを成ຌさせたいというᙉい思いで共通し、

㔠㖹（経営）・㞠用・ⱝ者�子どもをㄢ題と認識している。

���㐠Ⴀ⪅（表５）

　開Ⓨ・経営者等と同ᵝ、美濃市や᳃ᯘ文化ア࢝デミーと

のつながりがある。特に㹆Ặは生まれも⫱ࡕも美濃市であ

り、スタッフに美濃市እからの人㛫がከい中、地域の人ࠎ

のẼᣢࡕの௦ᘚ者としてのᙺ๭は大きいと⪃࠼られる。

㸵．1,3321ࠕ,$⨾⃰ၟᐙ⏫ࠖの⌧ᅾに対ࡍるᛮ࠸

���㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼（表㸴）

　Ⰻかった点と変化・効果では、地域住民の認知ᣑ大、㞠

用๰ฟ、⛣住者ቑ加、空き家活用のẼ運ᣑ大、᮶ゼ者の目的・

✀㢮やẼᣢࡕの変化など、࠙ 美濃ࠚがㅖഃ㠃でⰋいࢡ࢖ࢧル

を生ࡳฟしていることがわかった。改ၿ点では、先にもฟ

た経営㠃、地域住民との関ಀなどがฟされた。

���㐠Ⴀ⪅（表㸵）

　Ⰻかった点と変化・効果では人とືきやಀわりが、改ၿ

点では経営㠃や地域住民との関わりがᣲࡆられた。

㸶．1,3321ࠕ,$⨾⃰ၟᐙ⏫ࠖのࡇれࡽ࠿に対ࡍるᛮ࠸

���㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼（表㸶）

　௒後やりたいことでは、開Ⓨ㠃では更なる古民家の活用、

そのたࡵの組織や人࡙くり、店࡙くり、᳃ᯘ文化ア࢝デミー

との関ಀ。生活環境㠃での教⫱や་⒪の環境がᣲࡆられた。

<$0$-28Ჷ�࿴⣬ᑓ㛛ᗑ㸦ࡳのࡸࡕࡲ�ᰴ㸧ᥦ౪㸧

���⤒Ⴀ特性・ᚑ業ဨ

　経営特性は、共に࢖ンࣂウンド客を期待していたが、

&O9I'�1�のᙳ㡪もあり現時点で近┴からの฼用客が主であ

る。客室✌ാ⋡は、࠙ 美濃ࠚはప✌ാ⋡ὀ㸴だが、そもそも地

方都市のከくない宿泊㟂要と࣐ンࣃワーを前ᥦにప✌ാ⋡・

高౯᱁の形態をとっており、地ඖの住民の協力もある。࠙ 伊

賀ࠚは中⛬ᗘの✌ാ⋡であるが、宿泊と㣧㣗での࣐ンࣃワー

の一体的運用で効⋡的経営を実現している。

���地域との㐃ᦠ

　࠙ 美濃 ࠙。は࿴⣬をᇶ㍈に地ඖの店舗等と連ᦠしているࠚ 伊

賀ࠚは地ඖ㣗ᮦを活用した㣗事、伝統工ⱁに╔目している。

いかに地ඖのほග㈨※を宿泊施設の౯್に⤖びつࡅるかに

注力している。なお、࠙ 美濃ࠚのように「建物⮬体が地域の

㄂り」につながる効果も見られる。

㸴．1,3321ࠕ,$⨾⃰ၟᐙ⏫ࠖのࣇࢵࢱࢫの特性

　施設のよりල体的なᵝ子を෗┿３に示した。

���㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼（表４）

　主要なメンࣂー㸴名にヰを⪺いた。ＡẶは࠙美濃ࠚの経

営主体「ࡳのまࡕや（ᰴ）」の♫㛗であり、〇⣬఍♫の♫㛗

をව務する。ＢẶと㹁Ặは（ᰴ）NOTEὀ㸵とࡳのまࡕや（ᰴ）

の୧方に⡠を⨨き、࠙ 美濃ࠚを立ࡕ上ࡆ経営・運営を行う。

㹄Ặは市⫋ဨとして࠙美濃ࠚ設立のきかっࡅをసり、㹂Ặ

は市の立場から「ࡳのまࡕや（ᰴ）」の活ືに関わっている。

㹃Ặは地ඖの建築家で古民家活用の知ᜨ⿄である。㸴名の

うࡕ、美濃市ฟ㌟はＡ㹄Ặで、㹁㹃Ặは᳃ᯘ文化ア࢝デミー

で⦕ができ、㹂Ặはዟᵝが美濃市ฟ㌟であった。更にＡẶ

は地域のㅖᅋ体のᙺ⫋をṔ௵し、地域に㢦の฼く立場をసっ

ている。㹃Ặは建築家の立場からᗈ域と連ᦠしている。

⾲３�２事౛のᐟἩ᪋タの特性と地域との関わࡾ

 ࠙美濃ࠚ ࠙伊賀ࠚ 

コンࣉࢭト ・美濃の㇦商がかつて客人をもてなすたࡵに建てたᒇ
ᩜを活用した客室をᣐ点に、࿴⣬の町「美濃」を῝く
࿡わう旅をᥦ౪する。 

・ᚸ者コンテンࢶなどの地域㈨※を活用し、背ఙびせࡎ
しかし表ᒙ的でない、より῝ࡳのある伊賀のṔྐ文化
を"ᚸ"のようにࡦっそりとឤじられる、新しい伊賀ὶ
ほග・⁫在のあり方を๰㐀する。 

宿泊・㣗事単
౯ 

・宿泊は⣲泊まりでᮅ㣗௜ 3㹼� ୓෇㸭泊。 

 ᖹᆒ ⣙ 1��000 ෇㸭人（ᮅ㣗௜・⛯㎸･2021 年実⦼） 

・ᮅ㣗：単ရなし、᫨㣗：なし、ኤ㣗：なし 

ͤኤ㣗については地域㣧㣗店との連ᦠࣛࣉンあり 

・宿泊は 2 㣗௜で 3㹼� ୓෇㸭泊。 

 

・ᮅ㣗：単ရなし、᫨㣗：�000 ෇㸭�000 ෇、 
ኤ㣗：8000 ෇㸭1�000 ෇ 

経営特性 1)฼用客の特性 

・一泊がከい。宿泊客の༙分は東海地方からで㛗期⁫在
はあまりしない。 

䞉Ḣ⡿䛛䜙のᐈは㛗ᮇ⁫ᅾከ䛔。㐃Ἡ用に䜻䝑䝏䞁タ⨨。 

2)客室✌ാ⋡ 

・コロࢼ前後で変化は特になく 20㸣⛬ᗘ 
（*RTR 期㛫中は *RTR ฼用客がከかった） 

・ඖࠎの目ᶆ✌ാ⋡は年㛫 3๭⛬ᗘであった。 

�)その௚ 

・⛣住を⪃࠼ている人には宿泊㈝をᏳくしている。⛣住
してもらうことが最終的なࢦールとし、⿵ຓ㔠の᝟報
ᥦ౪や୙ື⏘ᒇの⤂௓も行う。 

・ほගのリࣆーター㸻㸼住ࡳたい㸻㸼地域で᝟報཰㞟
㸻㸼⛣住のὶれを᝿ᐃ。 

・宿泊施設で一時的に美濃の住人になり、美濃の生活や

Ṕྐ文化を体㦂してもらう。 

1)฼用客の特性 

・ᙜึは࢖ンࣂウンドや高ᡤ得者のほග客をメ࢖ンタ
ーゲットとしていたが、実㝿は近┴の฼用者がከい。
(୕重 20�、大㜰 20�、ឡ知 20�、その௚ �0�) 

・地ඖ㣗ᮦを活かしたࣞストࣛンを中ᚰに、特ูな᪥の
ࣛンࢳ、デࢼ࢕ーでの地域住民฼用もከく見られる。 

2)客室✌ാ⋡ 

・2020 年の࢜ーࣉン以᮶、コロࢼのᙳ㡪をཷࡅながらも
ィ⏬以上を⥅⥆。(࢜ーࣉン┤後 1 ࣨ᭶先まで‶室、
その後は �0㸣前後) 

�)その௚ 

・✌ാがዲ調な理⏤はḟの３点と分ᯒしている。 

ձᑠつᶍ分散型ホテルで࣋࢖ࣛࣉート空㛫が☜保さ
れており、客同士の᥋点が最ᑠ㝈 

ղ名古ᒇや関すなどから㌴で1時㛫༙⛬ᗘのアࢭࢡス 

ճ᭷名ほග地と㐪い、人がᐦになりにくい 

ᚑ業ဨ ・ࡳのまࡕや(ᰴ)♫ဨ１名、ࣃート・アル࢖ࣂト �� 名。 

・Wワーࢡの人もいる。子౪のいるおẕさࢇがከい。 
・ホテル࣐ンのような人はおらࡎ、美濃の住人・地ඖの
人がローテーションでാいている。 

メント(ᰴ)♫ဨࢪࢿリュー࣐ࣂ・ �㹼6名、ࣃート 20 名。 
・ᩱ理などᑓ㛛的な௙事を♫ဨがᢸᙜする。 

地域との連ᦠ ・࿴⣬体㦂メニュー：⫋人の工ᡣで┤᥋教࠼てもらう。 
・宿泊客に࿴⣬でできた࣏ーࢳをΏす。 
・地域のお店と連ᦠし、店に᮶た宿泊客にࢮࣞࣉント。 
（店の人と఍ヰが生まれ、地域の人とヰすきっかࡅに） 
・ⶶを活用した客室にはキッࢳンとᅵ㛫があり、࣋࢖ン
トに活用。㐌一で࢝フ࢙としても฼用） 

・地域のṔྐや文化に᰿ࡊした体㦂をしてもらう。建物
と街を஬ឤで࿡わう街全体をホテルとして。 

・地⏘地消を大ษにし、地ඖ事業者からの㣗ᮦ௙ධれは
1� ♫以上。 

・組⣣や伊賀↝、࿴Ⳬ子など伝統工ⱁ体㦂コンテンࢶの
㐀成。(地ඖ民の体㦂コンテンࢶへのཧ加もከい) 

・地ඖ地域によるまࡕṌき mapのస成を通して、まࡕ全
体でほග客に⤂௓・᱌内をする。 

・NIPPONIA のࣛ࢖トアッࣉなど、地ඖの⚍りや࣋࢖ント
とのコࣛ࣎も行なう。 

その௚ ・建物⮬体が地域の㄂りであり、ᚑ業ဨは「Ṕྐ的な建
物をᏲっている」というព識をᣢってാくことができ
ている。 

・地ඖの人との関わりはࣞストࣛンが主。高⣭フࣞンࢳ
という⌋しく高౯なᩱ理をᥦ౪することで、ࣛンࢳ、
デࢼ࢕ー、ዪ子఍などの฼用がከく、‶㊊ᗘも高い。 
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���㐠Ⴀ⪅（表㸷）

　まࡕの㨩力࡙くりに関わるコンテンࢶ開ᣅ、空き家の⥔

ᣢ⟶理やࣛࣕࢠリー活用など、宿泊施設を生かした運営上

の新たな╔║や取り組ࡳなどがᣲࡆられた。

㸶.⤖ㄽ

㸦１㸧分散型ホテルの事業成立に関わる特性

　第一は地ඖ⮬἞体が地域の問題解Ỵを目的にきっかࡅを

సり、開業後も経営や運営の一⩼をᢸっていることである。

これは地域住民のᏳᚰやಙ㢗につながると⪃࠼られる。

　第஧はまࡕ⮬体に㨩力があることである。฼用者には分

散型ホテルの౯್、スタッフには事業や運営へのཧ加のモ

ーションにつながる。なお、美濃市の᳃ᯘ文化ア࢝デ࣋ࢳ

ミーや地ඖ建築家の存在も重要な要⣲となり得る。

　第୕は宿泊施設の経営・運営方法である。地域の状況で

対ᛂ方法は異なり、部分的にእ部の力を೉りる形がある。

ただ経営・運営ࣀウハウの開業時の⛣᳜は୙ྍḞで、宿泊

主体（美濃）や㣗事重ど（伊賀）などの方ྥ性とも関連する。

㸦２㸧地域に期待される効果

　地域への認知ᣑ大、᮶ゼ者の目的・✀㢮等の変化などに

より、空き家活用、㞠用๰ฟ、⛣住者ቑ加などのྍ能性が

ある。ただ宿泊事業がスタートしてᩘ年であり、これから

の展開に注目するᚲ要がある。

　以上は、௒ᅇの２事例の研究にもと࡙くものであり、௒

後の௚事例もྵࡵた調査研究により更に知見を῝ࡵたい。

⨾⃰ᕷの㔜ఏᘓ地༊の⏫୪ࡳ <$0$-28 Ჷࢺࣥࣟࣇ�㸦ࡳのࡸࡕࡲ �ᰴ㸧ᥦ౪㸧 <$0$-28 Ჷ࣮ࣜࣛࣕࢠ�㸦ྠᕥ㸧

<$0$6,7, Ჷ�እほ <$0$6,7, Ჷ�ᐈᐊ

෗┿３�1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫の᪋タの状況

　ྛ人が認識する目ᶆはከᵝであるが、美濃のまࡕに㨩力

をឤじ࠙美濃ࠚを成ຌさせたいというᙉい思いで共通し、

㔠㖹（経営）・㞠用・ⱝ者�子どもをㄢ題と認識している。

���㐠Ⴀ⪅（表５）

　開Ⓨ・経営者等と同ᵝ、美濃市や᳃ᯘ文化ア࢝デミーと

のつながりがある。特に㹆Ặは生まれも⫱ࡕも美濃市であ

り、スタッフに美濃市እからの人㛫がከい中、地域の人ࠎ

のẼᣢࡕの௦ᘚ者としてのᙺ๭は大きいと⪃࠼られる。

㸵．1,3321ࠕ,$⨾⃰ၟᐙ⏫ࠖの⌧ᅾに対ࡍるᛮ࠸

���㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼（表㸴）

　Ⰻかった点と変化・効果では、地域住民の認知ᣑ大、㞠

用๰ฟ、⛣住者ቑ加、空き家活用のẼ運ᣑ大、᮶ゼ者の目的・

✀㢮やẼᣢࡕの変化など、࠙ 美濃ࠚがㅖഃ㠃でⰋいࢡ࢖ࢧル

を生ࡳฟしていることがわかった。改ၿ点では、先にもฟ

た経営㠃、地域住民との関ಀなどがฟされた。

���㐠Ⴀ⪅（表㸵）

　Ⰻかった点と変化・効果では人とືきやಀわりが、改ၿ

点では経営㠃や地域住民との関わりがᣲࡆられた。

㸶．1,3321ࠕ,$⨾⃰ၟᐙ⏫ࠖのࡇれࡽ࠿に対ࡍるᛮ࠸

���㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼（表㸶）

　௒後やりたいことでは、開Ⓨ㠃では更なる古民家の活用、

そのたࡵの組織や人࡙くり、店࡙くり、᳃ᯘ文化ア࢝デミー

との関ಀ。生活環境㠃での教⫱や་⒪の環境がᣲࡆられた。

<$0$-28Ჷ�࿴⣬ᑓ㛛ᗑ㸦ࡳのࡸࡕࡲ�ᰴ㸧ᥦ౪㸧
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ὀ

1)2018 年の改正旅館業法ではホテルと旅館についてḟの点が改正され、ホ

テル・旅館営業でこれがྍ能となった。

・チྍ区分：ホテル営業と旅館営業が、ホテル・旅館営業に一本化

・最ప客室ᩘ：ホテル10室以上�旅館�室以上が、1室からྍ能に

・⋞関ᖒ場の設⨨⩏務：ホテル�旅館でᚲ要が、௦᭰設ഛもྍ能に・その௚：

客室のᵓ㐀設ഛ、同ᗋ㠃✚、౽ᡤ・Ὑ㠃施設・客室↷ᗘが改正

・メント（ᰴ）は、200�年設立の፧♩・宿泊・㣧㣗事業の運営ࢪࢿリュー࣐ࣂ(2

経営を全国展開する企業である。

�)ฟ㈨者と๭ྜには現状変化がある。「（ᰴ)つࡂと」は2021年に (ᰴ )

NOTEから分♫化し、宿泊施設のうࡕ」ᩘをᘬき⥅いだ。

�)正ᘧ名⛠はᒱ㜧┴立᳃ᯘ文化ア࢝デミーで2001年に開学。美濃市にある

２年ไのᑓಟ学ᰯ。1��1年に設立されたᒱ㜧┴ᯘ業▷期大学ᰯが前㌟。　

�)(ᰴ )NOTEは 201�年 �᭶に(一♫）࢜ࣀトから分♫した。(一♫）࢜ࣀト

はබ┈性の高い事業にไ⣙されたが、(ᰴ)NOTEの設立により、古民家・

㞟ⴠ再生の࣐ࢪࢿメントやࣛࣈンデ࢕ング、コンࢧルテ࢕ングがᐜ᫆にな

⾲㸵�㐠Ⴀ⪅の⌧ᅾに対ࡍるᛮ࠸㸦1,3321,$ �1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫$6,7$:ࠊ 㸻 :$6,7$�0,12㸧

⾲㸴�㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼の⌧ᅾに対ࡍるᛮ࠸㸦1,3321,$ �1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫$6,7$:ࠊ 㸻 :$6,7$�0,12㸧

 ＡẶ ＢẶ 㹁Ặ 
Ⰻかった

点 
・活ືが 10 年⥆いている 
・▷期㛫でいࢇࢁな活ືができた 

 ロが㞟まり㐀った建物ではないⰋさࣉ・
・地域᭷ᚿの㈨㔠ᨭ᥼がከくあった 

・まࡕなか３建物を新しい形で活かせた 
・᪋タや䜲䝧䞁䝖➼᪂し䛔ものが⏕䜎れる 

変化・ 
効果 

・町の㞺ᅖẼ 
・ま࡙ࡕくりに関わってくれる人、⛣住
者がቑ࠼た 

・地域の人に活ືが認知されてきた 

・㞠用を生ࡳฟせた 
・12 人が⛣住して事業に関わっている 
・田⯋で大事業で࢖ンࢡࣃト୚࠼られた 
・事業や࣋࢖ントによって、通㐣型ほග
から目的地に変わりつつある 

・空き家ࣖ࢖ࣞࣉーがቑ࠼た 
・学生のጼを町で見られる 

・ま࡙ࡕくり活ືの関ಀ者だࡅで 8 人の
⛣住者がቑ࠼た 

・NIPPONIA に⣙ 3,700 人の宿泊客を

࿧࡭た（2021 年ᮎ時点） 
䞉⏫୰に 6 ᗑ⯒䜢㛤Ⓨ䠄┤営/䝔䝘䞁䝖㎸䠅 
䞉ⱝ者がᐃᮇⓗに WASITA に᮶て䛟れる 

改ၿ点 
・㈨㔠㠃のㄢ題をࢡリアする ・㞟客力のあるᗈ報、࣐ーケテ࢕ング 

・఍♫のᏳᐃ化と地域住民をᕳき㎸ࡴ活
ື 

・住民と一⥴にసり手としてᦠわりたい 
・建物改ಟ時の地ඖルールなどへの㓄៖ 
・ま࡙ࡕくりと運営の୧者を行なってお

り開Ⓨ࣌ースが㐜くなる場ྜがある 
 

 㹂Ặ 㹃Ặ  㹄Ặ 

Ⰻかった
点 

・活ື成果を見て空き家の┦ㄯがቑ࠼た 
・NIPPONIA をきっかࡅに地域に㄂り
をᣢてるようになった 

・ⱝ者が⯆࿡をᣢつ事業ができることを

示せた 
・ᅋ体がᑠつᶍであることにより、一⮴
ᅋ⤖しやすい 

・NIPPONIA の㞟客力と、それに関わる

ⱝ者がቑ࠼た 
・ⱝ者がᡠってきてくれるようになった 
・᳃ᯘ文化ア࢝デミーがあるᙉࡳ Ⰻ

か
っ
た
点 

・ᪧᯇஂ㑰は市の㈈ᨻᨭ᥼（⛯㔠

ᢞධ）なしで活用できた 
・ᪧ㡲田㑰は市が㈝用㈇ᢸした
が、１棟目と一体的な活用よる

効果が見㎸ࡵるጇᙜなᨭ᥼と⪃
 る࠼

・NIPPONIA を目༳(きっかࡅ)
に、美濃市をゼれるⱝいୡ௦が
ቑ࠼、⤖果として美濃市を⛣住
先のೃ⿵にもなっている。 

変化・ 
効果 

・㞠用を地域の人でᇙࡵられるようにな
った 

・WASITA で新しい年齢ᒙの人がቑ࠼

た（現在の個人఍ဨ 20 名⛬ᗘ） 

・௒までにない年齢ᒙの人たࡕが᮶るよ
うになった 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミーⓎಙの取り組ࡳ

で、全国から人が㞟まる 
変
化 
・ 
効
果 

・宿泊客からほග客目⥺のኌを⫈
ࡳやᙅࡳて美濃市のᙉࡵ改、ࡅ
を知ることができた。 

・WASITA を目༳(きっかࡅ)に新
しい企業や人ᮦがࢿࢪࣅス目的
でゼれるようになった。 

・NIPPONIA、WASITA で㞟まっ
た人ࠎのࢿットワーࢡから㨩力
ある࣋࢖ントが開ദされ、地域

住民以እにもッồできるように
なった。 

・美濃市に⛣住することはない

が、美濃市にぶしࡳをᣢࡕ、⥅⥆
的に関わる人がቑ࠼ている。 

改ၿ点 

・ዟ行きが῝い美濃の建築は個人での改
ಟは୙ྍ能 

・建物改ಟ事業に加ࢯ࠼フト事業をቑや
したい（人を⧅ࡄ、企業ྥࢧࡅーࣅス
等） 

・改ၿ点を⿵うたࡵにḟのືきとࢪࣅョ
ンが明☜にできる 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミーと美濃の⧅がり 
・美濃に᮶る人の年齢ᒙがᗈがったこと
への町の人のព見を⪺く 

改
ၿ
点 

㸫 

 
 㹅Ặ 㹆Ặ I Ặ 

Ⰻかった
点 

・㣧㣗店と連ᦠしたࣛࣉンのస成 ・美濃のṔྐ・文化を改ࡵて知るきっか
 にࡅ

・地ඖでാࡅるようになった 
・美濃でアートの展示や㈍኎をできると
分かった 

・地域の人をᕳき㎸ࡴワーࢡショッࣉの
開ദで、ཧ加者の交ὶが生まれた 

・⇕ពをᣢった人たࡕにฟ఍࠼た 

変化・ 
効果 

・ኪまで美濃に⁫在してもら࠼るように
なった 

ント、お⚍りのᙳ㡪で美濃に人が࣋࢖・

いる᪥がቑ࠼た 

た（ᅵ᪥࠼がቑࢇリーのお客さࣛࣕࢠ・
のᖹᆒ客ᩘ⣙ 20 人） 

・సရが኎れるようになった 
・స家が美濃の⁫在を経てできたసရを
通し、美濃のⰋさをお客ᵝに伝࠼るこ
とができた 

・NIPPONIA がほග人口ቑ加のきっか
 の一つとឤじるࡅ

力が生ࡪントཧ加者がከく人を࿧࣋࢖・

まれた 
・⛣住者がቑ࠼た 

改ၿ点 
・⥔ᣢ経営が大変 
・地域に正しい᝟報をⓎಙできていない
（高い౯᱁設ᐃの理⏤など） 

・⮬分らしくできるやり方を大ษにした

い 
・町の人たࡕのኌを┤᥋⪺きたい 

・㝈られた㈨㔠の中でのやりくり（ഛရ

㑅びなど） 

 

ㅰ㎡

　本研究の実施において、ヒアリング調査にከくの方ࠎにከ大なる協力を

得た。この場を೉りㅰពを表す。また、本報告内ᐜは2021年ᗘ名城大学༞

業生のⰼ井㯞ᕹさࢇとの共同成果である。この場を೉りឤㅰのពを表す。

⾲㸲�㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼のᡤᒓと⤒⦋・ᢸᙜ業ົ㸦1,3321,$ �1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫$6,7$:ࠊ 㸻 :$6,7$�0,12㸧

⾲㸳�㐠Ⴀ⪅のᡤᒓと⤒⦋・ᢸᙜ業ົ㸦1,3321,$ �1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫$6,7$:ࠊ 㸻 :$6,7$�0,12㸧

 ＡẶ ＢẶ 㹁Ặ 

NIPPONIA
関連のᡤᒓ 

・୸重〇⣬企業組ྜ（௦表理事） 
 や(ᰴ)（♫㛗）ࡕのまࡳ・

・「:A6ITA 0INO」運営఍♫（♫㛗） 
（以前࣋ンࣕࢳー企業に勤務） 

 
 や(ᰴ)ࡕのまࡳ・

・「:A6ITA 0INO」運営఍♫ 
・(ᰴ)NOTE 㸻㸼(ᰴ)つࡂと注注㸵㸵 

 
 や(ᰴ)ࡕのまࡳ・

・「:A6ITA 0INO」運営఍♫ 
・(ᰴ)NOTE 㸻㸼(ᰴ)つࡂと注注㸵㸵 

経⦋ 
・人口減少による༴機ឤ 

・美濃をฟて㨩力Ẽ௜いた（美濃ฟ㌟） 
・地方๰生にワࢡワࢡした 

・(ᰴ)NOTE にධ♫後、事業全体にึ期

からᦠわる 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミー通うたࡵ美濃に⛣住 

・NIPPONIA関連からま࡙ࡕくりの௙事をጞ
 るࡵ

ᢸᙜ業務 

・上グの組織経営 
・行ᨻやᅋ体の࣋࢖ントへのཧ加 
・✚ᴟ的な᝟報Ⓨಙ 

�の௚のάືࡑ

・美濃㟷年఍㆟ᡤ（2018 年ᗘ理事㛗） 
・美濃市ほග協఍ 

・NPO アースアࢨ࣐ࢬーᒱ㜧 

・NIPPONIA 立上ࡆ 
・ミࢳ࢖ࣀࣀ、ミ࣐ࣖࢳ࣐ࣀーケット

の企⏬注㸶 

・行ᨻへの交΅、௙組࡙ࡳくり 
・WASITA の家主交΅･運営 

・NIPPONIA 立上ࡆ 
・NIPPONIA YAMASITI 棟の開Ⓨ 
（内⿦、建設工事関ಀ） 
・ミ࣐ࣖࢳ࣐ࣀーケットの企⏬運営 
 リーの開Ⓨ（⿵ຓ㔠等）ࣛࣕࢠ・
・WASITA の立ࡕ上ࡆ、工事対ᛂ 

目ᶆ 

ᅋ体 

・ⱝ者が㄂りをᣢࡕ生活できる町に 
・ୡ⏺が注目する地方๰生モデルに 

・グロー࢝ル事業で美濃から᪥本、ୡ⏺
をඖẼにする 

・実⦼重ࡡま࡙ࡕくり≌ᘬする存在に 

・美濃を地域活性化の成ຌ例にする ・人口のቑ加（8ターン人口、⛣住者など） 

個人 

・100 年以上ṧされてきたものを、また

100 年ṧせる活ືをする 

・古民家を㍈になくなりそうな文化、

生業、ᬽらしを⧅ࡆる 
・㔠㖹㠃をྵࡵᏳᐃして⥆く事業を᪥
本で行う 

・ᮍ᮶を見㉺して、㔠㖹㠃のᖹᆒỈ‽を目

指す 

 
 㹂Ặ 㹃Ặ  㹄Ặ 

ᡤᒓ 
・美濃市⫋ဨ（市㠀ᖖ勤⫋ဨව地域おこ
し協力㝲ဨ） 

・「:A6ITA 0INO」運営఍♫ 

・࢜ーࢲー家ල〇స業（美濃市） 
・古民家調査・再生事業（美濃市） ᡤᒓ 

・美濃市ᙺᡤ(⥲務部⥲ྜᨻ⟇ㄢ) 

経⦋ 

・ዟさࢇが美濃ฟ㌟で、人の⧅がりやඃ
しさを体㦂 

・これまでの経㦂、⧅がりをᮍ᮶のまࡕ

�事業࡙くりにᙺ立てたい 
・新事業にࣞࣕࢳンࢪしている人と、大

事な人が㄂れる地域をసりたい 

・以前᳃ᯘ文化ア࢝デミーのㅮᖌ 
・ィ⏬前から NIPPONIA 関連業務 
・美濃の古い町୪ࡳにṧる、手௜かࡎ

の古民家に㨩力をឤじた 

のまࡳ
やとࡕ
の関わ
り 

・NIPPONIA のᅵ地・建物を市
がᡤ᭷者として貸しฟし 

・市が活用事業者をබເし、企⏬

ᥦ᱌内ᐜが最もඃれていたࡳ
のまࡕや(ᰴ)と貸೉契⣙を⥾
⤖した 

ᢸᙜ業務 
・WASITA の立ࡕ上ࡆ ・WASITA 立ࡕ上ࡆ 

・ミࢳ࢖ࣀࣀ、ミ࣐ࣖࢳ࣐ࣀーケット
の企⏬・運営 

ᢸᙜ 
業務 

㸫 

その௚の 
活ື 

・個人事業 ・ᒱ㜧住学の企⏬（美濃ᢸᙜ） 
・空き家฼用のシ࢙アハウス運営 
・「美濃࿴(わ)っ⣬(し)ࡻい࣐ルシ࢙」
実行ጤဨ 

その௚ 
の活ື 

㸫 

目ᶆ 

ᅋ体 

・㨩力的な௙事、ዪ性の㞠用をቑやす 
・人口減少をṆࡵるたࡵに地域ᚠ環共
生ᅪを目指す 

㸫 

目
ᶆ 

ᅋ体 

・「࢜ーࣂーࢶーリ࣒ࢬ」になら
 るࡵよう㓄៖しほගᨻ⟇㐍ࡠ

・民㛫事業者等を後方ᨭ᥼する形

が美濃市にはྜっている 

個人 
・࢚リアに㊊りない機能を⿵う 
・ⱝ者がᕼᮃをᣢってᬽらせる♫఍に 

䞉⮬ศが㈙䛔≀した䛟なるᗑ⯒ቑや䛩 
リース業としては、ὶ行りの店ࣈࢧ・
舗はධれࡎに町の࢜ࢡリテ࢕Ᏺる 

個人 
㸫 

 
 㹅Ặ 㹆Ặ I Ặ 

ᡤᒓ ・ࡳのまࡕや(ᰴ) ・ࡳのまࡕや(ᰴ) ・ࡳのまࡕや(ᰴ) 

経⦋ 

・15 年ホテル業に勤ࡵた後、࢜ーࣉン㛫

近の NIPPONIA でアル࢖ࣂトのよう
にാきጞࡵ、現在はᨭ㓄人を務ࡵる 

・美濃ฟ㌟で、ࡎっと美濃に住ࢇでいる 
・NIPPONIA に㊊を運ࢇだことをきっ
かࡅにാきጞࡵる 

・美濃がዲきで、文化や町を知っている

のが㈗重だとẼ࡙き、それを伝࠼たい 

・᪦㑣さࢇが᳃ᯘ文化ア࢝デミーに通う

ことをきっかࡅに美濃へ⛣住 
・NIPPONIA 立ࡕ上ࡆで௙事をጞࡵる 

ᢸᙜ業務 ・NIPPONIA の宿泊部㛛勤務 
 ⏬スや運営ィ࢖ࣂント企⏬のアド࣋࢖・

・NIPPONIA YAMASITI 棟の立ࡕ上ࡆ 
 運営、ࡆ上ࡕリーの立ࣛࣕࢠ・

・NIPPONIA 立ࡕ上ࡆ 
・NIPPONIA ᗈ報 

目ᶆ 
ᅋ体 

・「また᮶たい」と思ってもらいたい 
・美濃のロー࢝ルを࿡わ࠼るホテルとし
てお客ᵝをቑやしたい 

・美濃のフ࢓ンをసりたい 

 ・࿴⣬で美濃をඖẼにする（఍♫の理ᛕ） 

個人 
・NIPPONIA でാく人たࡕがእへฟてい

く時に、「Ⰻい経㦂だった」「ここでാ
 てⰋかった」と思ってもらいたいࡅ

・美濃の௒をうつす現௦アートのࣛࣕࢠ

リーを美濃でやるព࿡を見ฟす 
・௒ある美濃らしさをṧしたい 

・子౪たࡕが住ࡳやすい町にしたい 
・ᗈ報はどの業態でも対ᛂできる 
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ὀ

1)2018 年の改正旅館業法ではホテルと旅館についてḟの点が改正され、ホ

テル・旅館営業でこれがྍ能となった。

・チྍ区分：ホテル営業と旅館営業が、ホテル・旅館営業に一本化

・最ప客室ᩘ：ホテル10室以上�旅館�室以上が、1室からྍ能に

・⋞関ᖒ場の設⨨⩏務：ホテル�旅館でᚲ要が、௦᭰設ഛもྍ能に・その௚：

客室のᵓ㐀設ഛ、同ᗋ㠃✚、౽ᡤ・Ὑ㠃施設・客室↷ᗘが改正

・メント（ᰴ）は、200�年設立の፧♩・宿泊・㣧㣗事業の運営ࢪࢿリュー࣐ࣂ(2

経営を全国展開する企業である。

�)ฟ㈨者と๭ྜには現状変化がある。「（ᰴ)つࡂと」は2021年に (ᰴ )

NOTEから分♫化し、宿泊施設のうࡕ」ᩘをᘬき⥅いだ。

�)正ᘧ名⛠はᒱ㜧┴立᳃ᯘ文化ア࢝デミーで2001年に開学。美濃市にある

２年ไのᑓಟ学ᰯ。1��1年に設立されたᒱ㜧┴ᯘ業▷期大学ᰯが前㌟。　

�)(ᰴ )NOTEは 201�年 �᭶に(一♫）࢜ࣀトから分♫した。(一♫）࢜ࣀト

はබ┈性の高い事業にไ⣙されたが、(ᰴ)NOTEの設立により、古民家・

㞟ⴠ再生の࣐ࢪࢿメントやࣛࣈンデ࢕ング、コンࢧルテ࢕ングがᐜ᫆にな

⾲㸵�㐠Ⴀ⪅の⌧ᅾに対ࡍるᛮ࠸㸦1,3321,$ �1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫$6,7$:ࠊ 㸻 :$6,7$�0,12㸧

⾲㸴�㛤Ⓨ・⤒Ⴀ⪅➼の⌧ᅾに対ࡍるᛮ࠸㸦1,3321,$ �1,3321,$ ⨾⃰ၟᐙ⏫$6,7$:ࠊ 㸻 :$6,7$�0,12㸧

 ＡẶ ＢẶ 㹁Ặ 
Ⰻかった

点 
・活ືが 10 年⥆いている 
・▷期㛫でいࢇࢁな活ືができた 

 ロが㞟まり㐀った建物ではないⰋさࣉ・
・地域᭷ᚿの㈨㔠ᨭ᥼がከくあった 

・まࡕなか３建物を新しい形で活かせた 
・᪋タや䜲䝧䞁䝖➼᪂し䛔ものが⏕䜎れる 

変化・ 
効果 

・町の㞺ᅖẼ 
・ま࡙ࡕくりに関わってくれる人、⛣住
者がቑ࠼た 

・地域の人に活ືが認知されてきた 

・㞠用を生ࡳฟせた 
・12 人が⛣住して事業に関わっている 
・田⯋で大事業で࢖ンࢡࣃト୚࠼られた 
・事業や࣋࢖ントによって、通㐣型ほග
から目的地に変わりつつある 

・空き家ࣖ࢖ࣞࣉーがቑ࠼た 
・学生のጼを町で見られる 

・ま࡙ࡕくり活ືの関ಀ者だࡅで 8 人の
⛣住者がቑ࠼た 

・NIPPONIA に⣙ 3,700 人の宿泊客を

࿧࡭た（2021 年ᮎ時点） 
䞉⏫୰に 6 ᗑ⯒䜢㛤Ⓨ䠄┤営/䝔䝘䞁䝖㎸䠅 
䞉ⱝ者がᐃᮇⓗに WASITA に᮶て䛟れる 

改ၿ点 
・㈨㔠㠃のㄢ題をࢡリアする ・㞟客力のあるᗈ報、࣐ーケテ࢕ング 

・఍♫のᏳᐃ化と地域住民をᕳき㎸ࡴ活
ື 

・住民と一⥴にసり手としてᦠわりたい 
・建物改ಟ時の地ඖルールなどへの㓄៖ 
・ま࡙ࡕくりと運営の୧者を行なってお

り開Ⓨ࣌ースが㐜くなる場ྜがある 
 

 㹂Ặ 㹃Ặ  㹄Ặ 

Ⰻかった
点 

・活ື成果を見て空き家の┦ㄯがቑ࠼た 
・NIPPONIA をきっかࡅに地域に㄂り
をᣢてるようになった 

・ⱝ者が⯆࿡をᣢつ事業ができることを

示せた 
・ᅋ体がᑠつᶍであることにより、一⮴
ᅋ⤖しやすい 

・NIPPONIA の㞟客力と、それに関わる

ⱝ者がቑ࠼た 
・ⱝ者がᡠってきてくれるようになった 
・᳃ᯘ文化ア࢝デミーがあるᙉࡳ Ⰻ

か
っ
た
点 

・ᪧᯇஂ㑰は市の㈈ᨻᨭ᥼（⛯㔠

ᢞධ）なしで活用できた 
・ᪧ㡲田㑰は市が㈝用㈇ᢸした
が、１棟目と一体的な活用よる

効果が見㎸ࡵるጇᙜなᨭ᥼と⪃
 る࠼

・NIPPONIA を目༳(きっかࡅ)
に、美濃市をゼれるⱝいୡ௦が
ቑ࠼、⤖果として美濃市を⛣住
先のೃ⿵にもなっている。 

変化・ 
効果 

・㞠用を地域の人でᇙࡵられるようにな
った 

・WASITA で新しい年齢ᒙの人がቑ࠼

た（現在の個人఍ဨ 20 名⛬ᗘ） 

・௒までにない年齢ᒙの人たࡕが᮶るよ
うになった 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミーⓎಙの取り組ࡳ

で、全国から人が㞟まる 
変
化 
・ 
効
果 

・宿泊客からほග客目⥺のኌを⫈
ࡳやᙅࡳて美濃市のᙉࡵ改、ࡅ
を知ることができた。 

・WASITA を目༳(きっかࡅ)に新
しい企業や人ᮦがࢿࢪࣅス目的
でゼれるようになった。 

・NIPPONIA、WASITA で㞟まっ
た人ࠎのࢿットワーࢡから㨩力
ある࣋࢖ントが開ദされ、地域

住民以እにもッồできるように
なった。 

・美濃市に⛣住することはない

が、美濃市にぶしࡳをᣢࡕ、⥅⥆
的に関わる人がቑ࠼ている。 

改ၿ点 

・ዟ行きが῝い美濃の建築は個人での改
ಟは୙ྍ能 

・建物改ಟ事業に加ࢯ࠼フト事業をቑや
したい（人を⧅ࡄ、企業ྥࢧࡅーࣅス
等） 

・改ၿ点を⿵うたࡵにḟのືきとࢪࣅョ
ンが明☜にできる 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミーと美濃の⧅がり 
・美濃に᮶る人の年齢ᒙがᗈがったこと
への町の人のព見を⪺く 

改
ၿ
点 

㸫 

 
 㹅Ặ 㹆Ặ I Ặ 

Ⰻかった
点 

・㣧㣗店と連ᦠしたࣛࣉンのస成 ・美濃のṔྐ・文化を改ࡵて知るきっか
 にࡅ

・地ඖでാࡅるようになった 
・美濃でアートの展示や㈍኎をできると
分かった 

・地域の人をᕳき㎸ࡴワーࢡショッࣉの
開ദで、ཧ加者の交ὶが生まれた 

・⇕ពをᣢった人たࡕにฟ఍࠼た 

変化・ 
効果 

・ኪまで美濃に⁫在してもら࠼るように
なった 

ント、お⚍りのᙳ㡪で美濃に人が࣋࢖・

いる᪥がቑ࠼た 

た（ᅵ᪥࠼がቑࢇリーのお客さࣛࣕࢠ・
のᖹᆒ客ᩘ⣙ 20 人） 

・సရが኎れるようになった 
・స家が美濃の⁫在を経てできたసရを
通し、美濃のⰋさをお客ᵝに伝࠼るこ
とができた 

・NIPPONIA がほග人口ቑ加のきっか
 の一つとឤじるࡅ

力が生ࡪントཧ加者がከく人を࿧࣋࢖・

まれた 
・⛣住者がቑ࠼た 

改ၿ点 
・⥔ᣢ経営が大変 
・地域に正しい᝟報をⓎಙできていない
（高い౯᱁設ᐃの理⏤など） 

・⮬分らしくできるやり方を大ษにした

い 
・町の人たࡕのኌを┤᥋⪺きたい 

・㝈られた㈨㔠の中でのやりくり（ഛရ

㑅びなど） 
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にࡵࡌࡣ．１

１.１.研究の背景と目的

近年、地方において少子高齢化および人口減少等が

⃭化し、ከくの地域文化（㢼⩦、㣗、⏘業、⫋人ᢏ⾡、

ⱁ能・ⱁ⾡、景ほ、民家など）がኻわれ、ṧ存する地

域文化もその⥅ᢎがᅔ㞴になってきている。㺀個性㇏か

な地域の伝統文化は、ḟୡ௦に⥅ᢎしていく࡭き国民

共通の㈈⏘であり、⮬らの地域を見つࡵ┤して地域の

伝統文化をⓎ見し、その⥅ᢎにྥࡅた⮬主的な取組を

㐍ࡵる㺁1)ことがồࡵられている。それらの中でも「民

家」は、地域文化を⫱ࢇできたჾとして、文化の伝ᢎ

と保全に重要なᙺ๭を果たしてきたが、空き家となっ

てᨺ⨨されることがቑ࠼、景ほのᝏ化や地域౯್のప

下などᵝࠎな♫఍問題をᘬき㉳こしている。そのよう

な状況下、民家を地域ᅛ᭷の㈗重な文化㈨※とᤊ࠼て、

それに共ឤする人ࠎを対象とした民家再生型宿泊施設

（以下、再生民泊）や宿泊者を対象としたὙ⦎された

地域文化体㦂ࣉログ࣒ࣛの開Ⓨがࡳられるようになっ

てきている注1)。また、住宅を宿泊施設として活用する

ことによりま࡙ࡕくりにつなࡆていく実㊶も報告され

ている 2)。地域に᰿ᕪした民家や文化をᕠるヒト・コ

ト・モࣀの関ಀが、ᚑ前の地域内で㛢じたものから地

域内እに開かれたものへと᥎⛣していることの現れと

ることができる。以上より、地域文化をᇶ┙とするࡳ

再生民泊の展開は、地域文化に関ᚰを᭷する共ឤ者の

Ẽ࡙きをಁし、地ඖ民のẼ࡙きをㄏⓎし、これらのẼ

࡙きが地域への新たな人ὶを生ࡳฟして地域を変࠼る

ྍ能性があるのではないかと⪃࠼る。空き家を地域㈨

※として宿泊施設に活用することには、ᵝࠎは効果や

ព⩏、ྍ能性があることがうかが࠼る。そこで、本研

究は地域文化をᇶ┙とする再生民泊による地域文化保

全と地域再生のィ⏬理ㄽのᵓ築を目指して、ヒト・コ

ト・モࣀの関ಀ性を通じて、地域文化体㦂ࣉログ࣒ࣛ

を᭷する再生民泊が地域㈿活と地域文化保全にᐤ୚す

るྍ能性を᳨ウし、このような再生民泊事業成立の௙

組ࡳを解明することを目的とする。

○ᮤ ዋ告*1，ᚨᑿ野 ᚭ*2，す野 㞝一㑻*�

LI Kuigao, TOKUONO Tetsu, NISHINO Yuichiro

In this study, the externally-developed regenerated Minpaku (Regenerated Minpaku
developed by immigrants) in the Inam area of Nanto city, the internally-developed
regenerated Minpaku (regenerated Minpaku developed by local aborigines) in Hinui area of
Onan town, and the multiply-developed regenerated Minpaku (regenerated Minpaku
developed by both immigrants and local aborigines) in the Tangokaido area of Obama city
were chosen as the subjects for the investigation. The process and characteristics of
regenerated Minpaku's establishment were organized, and the relationships between people,
events, and objects at different stages in the regenerated Minpaku developing process were
analyzed. On the basis of such a regenerated Minpaku projects, the expansion and influence
of the regenerated Minpaku were explored, and the structure of the establishment of such
regenerated Minpaku projects was clarified. By investigating the regenerated Minpaku
developed based on the regional culture, the planning theory of regional culture preservation
and regional development regeneration was constructed.

キーワード：再生民泊㸪運営㸪設ィ㸪地域文化㸪ま࡙ࡕくり

Keywords: Regenerated Minpaku, Operation, Design, Regional culture, Community development

地域ᩥ໬ࢆᇶ┙とࡍる෌⏕ẸἩにࡼる地域෌⏕・㈿άに関ࡍる研究
㸫༡◝ᕷ஭Ἴ地༊・㑚༡⏫᪥㈏地༊・ᑠ὾ᕷ୹ᚋ⾤㐨地༊ࢆ対象と࡚ࡋ㸫

A�Study�of�Regional�Regeneration�and�Empowerment�of�the�Minpaku�Based�on�Regional�Culture
-Study�on�the�subjects�of�Inam�area�in�Nanto�city,�Hinui�area�in�Onan�town,�Tangokaido�area�in�Obama�city-

*1 大㜰市立大学工学研究科、後期博士ㄢ⛬

*2 大㜰市立大学工学部、教授、博士（工学）

*� 大㜰市立大学工学部、ㅮᖌ、博士（工学）

Ph.D. Candidate, Graduate School of Engineering, Osaka City University
Professor, Faculty of Engineering,Osaka City University, Dr.(Eng.)
Lecturer ,Faculty of Engineering,Osaka City University, Dr.(Eng.)

り、㈨㔠調㐩㠃でフ࢓ンド等からのฟ㈨をཷࡅධれるフࣞー࣒ができた。

�)ほගᗇの宿泊旅行統ィ調査（コロࢼ⚝前ᩘ年㛫）によれࡤ、客室✌ാ⋡

はシテ࢕ホテル・ࢿࢪࣅスホテル、リࢰートホテル、⡆᫆宿ᡤでそれࡒれ

おおよそ��㸣、�0㸣、�0㸣であり、࠙美濃ࠚは地方都市にከい⡆᫆宿ᡤ、࠙伊

賀ࠚはリࢰートホテルに近い。

�)「（ᰴ)つࡂと」の設立にకい(ᰴ)NOTEから「（ᰴ)つࡂと」に⛣⡠した。

8)ミࢳ࢖ࣀࣀとは年ᩘᅇ、NIPPONIA美濃商家町を地域に開ᨺし施設を㌟近

にឤじてもらうするദし。ミ࣐ࣖࢳ࣐ࣀーケットとは年１ᅇの㐌ᮎ、まࡕ

全体で実行ጤဨ఍をసり、空き家や古民家（2021年は�0⛬ᗘ）を活用し

するࣛࢡフト࣐ルシ࢙で、空き家の体㦂฼用により本᱁的ฟ店をಁすദし。

ཧ⪃ᩥ⊩

1)▼ᕝ美⃈㺂 ᒣ村高ῄ：国内におࡅる宿泊施設型ゲストハウスの経営と฼

用の実態に関する研究、都市ィ⏬ㄽ文㞟 ��(2)、SS�1�0�1��㺂201�

2)特㞟：分散型ホテル㸫ホテル業態としての成立要௳、᭶หࣞࣕࢪー⏘業

㈨ᩱ NR���0、⥈ྜࣘニコ࣒、201�

�)㕥ᮌᑗኴ・高井宏之：分散型ホテルのィ⏬特性と事業者のព識に関する

実態、᪥本建築学఍大఍学⾡ㅮ₇఍᱾ᴫ㞟(関東)、SS�8���8��、2020��

�）高井宏之：重伝建地区におࡅる古民家等を活用した宿泊施設の実態、᪥

本建築学఍大఍学⾡ㅮ₇఍᱾ᴫ㞟(東海)、SS�80��808、2021��
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௒後やり
たいこと 

・美濃で活㌍したいᚿをᣢった人が活㌍
できるᅵྎసり 

・古民家の活かし方の᳨ウ 
・物௳のࣈࢧリース 
・活ືᅋ体の೫りの解消 
・✚ᴟ的活ືにより人的㈨※を生ࡳだす 

・古民家฼活用のスࣆード上ࡆ 
・古民家を活かしたリーシング 
・࢚リアࣂリューを高ࡵるたࡵに開Ⓨつ
ไもᚲ要 

・⛣住Ỵᐃ要ᅉの上位にᣲࡆられる地域

の教⫱環境の඘実 

・美濃の町中が㠃ⓑくなること 
・᱁ᘧのある商業施設 
・࿴⣬⏘業の新しいฟ口をつくりたい 
・฼┈が生まれる活ືを⥆ࡅたい 
・教⫱㠃の඘実で新しい人のὶれをసる 

その௚ 

・うだつの町୪ࡳ内に全体的な組ྜがな
く、コンࢭンࢧスが取りにくい 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミーは美濃にしかない ۔美濃に住ࢇでⰋかったこと 
・人がከすࡂない 
・⮬↛㇏かな環境での子⫱て 
・子どものことを町の人たࡕが知ってく
れているᏳᚰឤ 

・名古ᒇ、東ிにも行ࡅる┿ࢇ中の立地 
 

 㹂Ặ 㹃Ặ  㹄Ặ 

௒後やり
たいこと 

・教⫱と་⒪について 
ーン店がないことを活かして、新࢙ࢳ・

たにࡈᙜ地グルメをᐃ╔させる 
・コンࢡࣃトシテ࢕にするᚲ要はなく、
ᣢ⥆ྍ能な町を目指す 

・古民家の空㛫を伝統としてそのままṧ
していくのも大事だが、その空㛫に௒
のⱝ者がዲࡴ用㏵をධれる 

・Ⰻいお店をቑやす 
・できるだࡅのことをやり、美濃を㞳れ

た時にやりきったと思࠼る町にする 
・ⱝ者を中ᚰにま࡙ࡕくりができるよう
なᇶ♏をసる 

・᳃ᯘ文化ア࢝デミーや美濃市との関ಀ
࡙くり 

・学生などの✚ᴟ的なཷࡅධれィ⏬ 

௒後の
ま࡙ࡕ
くり活
ືへの
関わり
方 

・ま࡙ࡕくりに関わる企業やᅋ
体は཰┈等から見ると商኎

ᩛ。市はᖹ等・බᖹに㓄៖し
た取り組ࡳを行うᚲ要あり 

・同じ目的をᣢつ企業やᅋ体が

活用しやすくなるルールస
りや࢖ンフࣛᩚഛなどを実
施す࡭きと⪃࠼ている 

その௚ 

・ワーケーションࣛࣉンを市の事業とし
てᥦ᱌ 

・市の㈈ᨻᨭ᥼の 80%がハード㠃の⥔ᣢ

⟶理で消࠼てしまう問題 
・美濃市の空き家ࣂンࢡにうだつ内の物
௳が少ない 

㸫 

のまࡳ
や以ࡕ
እのま
く࡙ࡕ
り組織 

 「఍ࡕまࡵࡺ」・
（店舗店主やまࡕの活性化に

関ᚰある人ཧ加の௵ពᅋ体） 
ほග࣐ッࣉのస成やኟᏘの
ᡴࡕỈ࣋࢖ントの開ദ等 

・「ಥ町商店街組ྜ」 
┅㋀り大఍や商店街ࣃンフ
ࣞットのస成等 

・「ほග協఍」 
市のほග部⨫と協力しほග
PR 中ᚰのま࡙ࡕくり活ື 
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௒後やり
たいこと 

・古㐨ලの࣐ルシ࢙ 
・建物の⥔ᣢ⟶理を↓ൾ化し、౑い㐨に

ᅔる空き家の⟶理をㄳࡅ㈇うことで、
その建物を฼用させてもらう௙組ࡳ 

・町に㑏ඖできる㈨㔠活ື 

リーの運営を通してこれからもࣛࣕࢠ・
美濃を見ていきたい 

・新しいことࡤかりをጞࡎࡵ、௒ある美
濃のⰋさをᏲっていくのも大ษ 

・教⫱の㑅ᢥ⫥が少ないたࡵ、Ⰻい学び
の場ができれࡤ町の㨩力に⧅がり、⛣

住や子⫱てୡᖏへと⧅がる 
・ま࡙ࡕくり఍♫を㌶㐨に஌せる 

その௚ 

 古㐨ලについて۔
・美濃に勤ࡵるようになったことをきっ
かࡅに⯆࿡をᣢった 

・古くても㉁の高いものに美濃でฟ఍
い、新しい౯್ほが生まれた 

・NIPPONIA の活ືで美濃のアࣆール
できるとこࢁを知れた 

・ṧっていてほしいものがもっとあった 
・እからの人、U ターンの人に〔ࡵても
ら࠼ると、町の人たࡕの⮬ಙになる 

・「新しく大きなことをồࡎࡵにᏲりた

い」という⪃࠼方が美濃人らしさか 

 でⰋかったことࢇ美濃に住۔
・௙事スキル問わࡎⰍࣞࣕࢳࠎンྍࢪ能 
・⮬↛㇏かな㐟び場がある 
・生活に୙౽はなく、近ᡤ௜きྜいも⛬
よい㊥㞳ឤで、地方ᬽらしึᚰ者ྥࡅ
の環境がᩚっている 

・個性がᙉく、㠃ⓑい人がከい 
 

住宅系研究報告会論文集 17　日本建築学会　2022.12

－ 108 －

◀目次


